
演
者
は
、
先
に
日
本
麻
酔
科
学
史
資
料
（
四
）
と
し
て
日
本
の
脊

椎
麻
酔
、
硬
膜
外
麻
酔
の
歴
史
に
つ
い
て
、
北
川
乙
治
郎
、
諸
橋
鉄

弥
、
朴
蘭
秀
な
ど
の
業
績
を
取
り
上
げ
、
そ
の
代
表
的
な
論
文
を
復

刻
し
た
。

現
在
日
本
で
は
、
高
比
重
液
。
ヘ
ル
ヵ
ミ
ン
Ｓ
、
ネ
オ
・
ヘ
ル
ヵ
ミ
ン

Ｓ
を
用
い
た
脊
椎
麻
酔
が
広
く
普
及
し
て
い
る
。
朴
蘭
秀
が
こ
の
方

法
を
開
発
し
、
日
本
外
科
学
会
で
発
表
し
た
の
が
、
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
○
）
で
あ
る
か
ら
、
以
来
五
十
年
経
過
し
て
い
る
。

五
十
年
前
に
開
発
さ
れ
た
医
療
が
、
現
在
も
な
お
医
療
の
第
一
線

で
広
く
実
施
さ
れ
て
い
る
例
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
の
脊
麻
を
開
発

し
た
の
は
、
当
時
名
古
屋
大
学
の
斎
藤
（
眞
）
外
科
の
教
室
員
、
朴

高
比
重
液
に
よ
る
脊
椎
麻
酔
の
先
駆
者

朴
藺
秀
の
生
涯

松
木
明
知

藺
秀
で
あ
っ
た
。
こ
の
蔭
に
は
斎
藤
教
授
が
虫
垂
炎
の
手
術
を
低
比

重
液
を
用
い
て
受
け
た
際
、
麻
酔
の
レ
ベ
ル
が
上
方
ま
で
達
し
て
呼

吸
困
難
を
来
し
、
九
死
に
一
生
を
得
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
こ
の

た
め
斎
藤
教
授
は
よ
り
安
全
な
脊
麻
の
開
発
を
朴
に
命
じ
た
の
で
あ

る
。
以
来
、
朴
は
懸
命
に
努
力
し
、
遂
に
高
張
食
塩
水
ま
た
は
高
張

ブ
ド
ウ
糖
を
用
い
て
注
入
す
る
麻
酔
薬
を
高
比
重
と
し
、
手
術
台
を

傾
斜
さ
せ
て
麻
酔
の
高
さ
を
調
節
す
る
脊
椎
麻
酔
法
を
開
発
し
た
。

・
ヘ
ル
カ
ミ
ン
Ｓ
、
ネ
オ
・
ヘ
ル
カ
ミ
ン
Ｓ
の
エ
ス
は
、
名
目
巴
駒
昌
の
‐

切
言
胃
鳥
の
エ
ス
、
高
比
重
を
意
味
す
る
唖
９
芝
①
『
の
エ
ス
、
斎
藤

の
エ
ス
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
朴
に
つ
い
て
は
、
戦
後
間
も
な
く

死
亡
し
た
と
い
う
情
報
以
外
、
全
く
不
明
で
あ
っ
た
。
朴
が
名
古
屋

大
学
外
科
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
名
古
屋
市
立
大
学
麻
酔
科
の

青
地
名
誉
教
授
も
韓
国
麻
酔
科
学
会
の
方
狗
に
も
依
頼
し
て
調
査
し

た
が
、
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。

演
者
が
日
本
麻
酔
科
学
史
資
料
（
四
）
の
編
集
の
必
要
上
、
朴
の

妻
が
ソ
ウ
ル
市
に
健
在
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
直
接
電
話
で
朴

の
生
涯
に
つ
い
て
尋
ね
、
朴
が
昭
和
二
十
五
年
五
月
二
十
八
日
、
三

十
七
才
で
没
し
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
報
告
す
る
。

（
弘
前
大
学
医
学
部
）
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